
未来の社会をつくるための教訓となる人々の取り組みを紹介するコラム「未来に向けて」を
63か所に設置しています。よりよい未来を構想するためのヒントを得られるようにしてい
ます。

巻頭「未来に向けて　よりよい社会を目指して」
巻頭で、SDGsの17の目標とその実現に向けた先人の取り組みを紹介しています。帝国書院
の地理的分野・公民的分野の教科書でも同様のページを設置し、中学校社会科の学習全体を
通して「持続可能な社会の実現」を意識づけられるようにしています。

コラム「未来に向けて」
地理的分野・公民的分野と共通する「環境・エネルギー」「防災」「人権・多文化」「平和・安全」「情報・
技術」「伝統・文化」の6つのテーマから、未来の社会をつくる取り組みを紹介しています。

「未来に向けて」 掲載ページ一覧（コラム全63か所+巻頭・巻末）

⬆p.155

⬆p.39

⬆p.97

⬆p.49

⬅巻頭1-2

⬅p.93

課題に対する先人たちの努力や工夫の事例を多数掲載
「持続可能な社会の実現」に向けた意識を育む工夫4

特 色

ページ タイトル テーマ 時代
巻頭
1-2 よりよい社会を目指して

p.19 エジプトはナイルの賜物 防災 古代

p.39 今に生きる高度な技術 情報・技術 古代

p.47 古代の疫病の流行と人々
の対応 平和・安全 古代

p.49 自然災害と神話 伝統・文化 古代

p.55 自然へのおそれと陰陽道 環境・エネルギー 古代

p.58 祇園祭の始まり 平和・安全 古代

p.73 鴨長明がみた自然災害 防災 中世

p.80 グローバルな
東西交流の光と影 情報・技術 中世

p.89 北海道独自の文化 伝統・文化 中世

p.92 結桶から見る技術の発達 情報・技術 中世

p.93 中世の老人と子ども、女性 人権・多文化 中世

p.97 自然を生かした信玄堤 防災 中世

ページ タイトル テーマ 時代

p.101 庭園づくりで活躍した
河原者 人権・多文化 中世

p.109 アメリカ大陸に渡った
病原菌 平和・安全 近世

p.121 大規模建築と森林伐採 環境・エネルギー 近世

p.121 築城の工夫と技術 情報・技術 近世

p.123 朝鮮半島から伝わった
文化 人権・多文化 近世

p.129 日本と朝鮮をつないだ
倭館 人権・多文化 近世

p.137 差別された人々 人権・多文化 近世

p.138 利根川のつけ替え工事 防災 近世

p.139 森林伐採と植林 環境・エネルギー 近世

p.145 日本人がつくった
最初の暦 情報・技術 近世

p.152 ワクチン接種の始まり 平和・安全 近世

p.154 日常生活を支えた
江戸の上水道 情報・技術 近世

p.155 江戸のごみを
利用した農業 環境・エネルギー 近世

ページ タイトル テーマ 時代

p.166 工業の発達と地球温暖化 環境・エネルギー 近代前半

p.167 工業の発達と
生活環境の悪化 環境・エネルギー 近代前半

p.170 先住民の「涙の旅路」 人権・多文化 近代前半

p.171 奴隷制を告発した
『アンクル＝トムの小屋』 人権・多文化 近代前半

p.174 植民地の拡大と
医薬品の開発 情報・技術 近代前半

p.175 世界各地に広がる
人権思想・民族意識 人権・多文化 近代前半

p.179 渋染一揆 人権・多文化 近代前半

p.179 稲むらの火 防災 近代前半

p.187 差別からの解放運動 人権・多文化 近代前半

p.201 自由は土佐の山間より 人権・多文化 近代前半

p.203 日本での選挙の始まり 人権・多文化 近代前半

p.213 孫文と神戸のかかわり 人権・多文化 近代前半

p.219 公害の登場 
足尾鉱毒事件 環境・エネルギー 近代前半

ページ タイトル テーマ 時代

p.222 日本中から支援が
集まった明治三陸大津波 防災 近代前半

p.222 差別された人々を
描いた文学 人権・多文化 近代前半

p.223 「衛生」の登場と
感染症への対応 平和・安全 近代前半

p.229 インフルエンザの
世界的な流行 平和・安全 近代後半

p.231 祖国の音楽を紹介した
ドイツ兵 人権・多文化 近代後半

p.233 社会に羽ばたく女性たち 人権・多文化 近代後半

p.235 朝鮮との架け橋と
なった日本人 人権・多文化 近代後半

p.241 全国水平社の結成 人権・多文化 近代後半

p.244 インフルエンザ流行
による生活の変化 平和・安全 近代後半

p.244 人々を魅了した
洋菓子文化 人権・多文化 近代後半

p.245 大都市を襲った
関東大震災 防災 近代後半

p.255 芸術に込めた反戦の意思 平和・安全 近代後半

p.263 ドイツのユダヤ人迫害に
抵抗した日本人 平和・安全 近代後半

ページ タイトル テーマ 時代

p.265 子どもの文化の変化 平和・安全 近代後半

p.269 語り継がれる沖縄戦 平和・安全 近代後半

p.278 日本人戦犯の解放 平和・安全 現代

p.283 核兵器開発競争と日本 平和・安全 現代

p.285 在日韓国・朝鮮人 人権・多文化 現代

p.289 現在に残る沖縄の
基地問題 平和・安全 現代

p.291 石炭から石油への大転換 環境・エネルギー 現代

p.293 男女共同参画社会へ 人権・多文化 現代

p.295 言論の自由の回復と
戦争へのまなざし 平和・安全 現代

p.298 世界に広がる日本の文化 伝統・文化 現代

p.301 日本における先住民族 人権・多文化 現代

p.303 現代社会の見直しを
迫った東日本大震災 環境・エネルギー 現代

巻末2 歴史から防災を学ぼうー
神戸市を例に 防災

⬆p.152
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ポイント
各章末の「学習を振り返ろう」の中の「これからの社会を構想しようへの準備」で取り組んだ内容をもとに、現
代社会の課題について歴史的な経緯を調べ、課題解決への鍵を探る学習活動をする構成となっており、公民
的分野の学習に接続できるようになっています。

最終単元では、これまでの学習を「現在」・「SDGｓ」につなげて考える「これからの社会を構
想しよう」を設置しています。歴史的分野の学習を振り返って、歴史と自分たちとのつなが
りや、現在の日本や世界のあり方について考える対話型学習に取り組むことで、よりよい
社会の実現に向けた参画意識を育むことができるようにしています。

歴史で学んだことを未来に生かす「これからの社会を構想しよう」
「持続可能な社会の実現」に向けた意識を育む工夫4

特 色

⬆p.160 ⬆p.307

公民的分野の学習へ

NEW

テーマを決め、歴史的な背景を�
整理して課題解決への鍵を探る

⃝�SDGs17のゴール（教科書巻頭1-2)などを参考にして、現代
社会の課題となっていることの中から、関心の高いテーマ
をグループで決めます。　　

⃝�設定したテーマについて、現在に至るまでにどのような歴
史的経緯があったのかを整理します。

⃝�整理を踏まえて、課題を解決するために何が鍵になるかを
グループで話し合います。

展開②(p.308)

各時代について、その特色と現在
やSDGsとのつながりを書き出す

各章末の「学習を振り返ろう」で考察した内容を、グループで
話し合ってまとめながら、歴史的分野の学習を振り返ります。

展開①(p.307)

�これまでの学習を踏まえて、�
未来への手紙を書く

歴史的分野の学習の総まとめとして、「これから自分が何に取
り組むつもりか、未来の社会はどのようになっていてほしい
か」を、22世紀の中学生へ手紙を書く作業を設置しています。

展開③(p.309)
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